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Study on the methods for designing writing tools that consider 

the ease of writing for various individuals 
－多様な人々の使いやすさに配慮した書字用具のデザイン開発研究－                           
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緒言                    

急速な高齢化の社会ニーズに対応するため，一時「誰にでも使いやすい」といったユニバーサルデザイン製

品が市場に多数投入された。しかし，継続的な取り組みに対しては，「ノウハウ及び技術情報の不足」「生活

者ニーズに関する情報不足」など，大きな課題が残されている。そこで本研究では，多様なユーザニーズを効

率的に整理し，合理的なカタチとして落とし込むためのデザインプロセスの構築を目的に，デザイナと作業療

法士が連携を図り，多様な人々を対象とした書字用具のデザイン開発研究に取り組んだ。   

 

市場調査と結果  

市場ニーズとユーザニーズのマッチングを図るため，書字用具の市場調査を行った。一般市場の製品から福

祉用具まで約1000点余りの用具から，多様な方々の使いやすさに配慮した既製品を40点収集した。それらにつ

いて寸法や形状，重量，重心,価格，対象者，開発プロセス等を調査・考察した結果，以下のことがわかった。 

・障がいに配慮された製品ほど値段が高く，種類が少なくなり，把持部の形状が特殊で重い。 

・ユニバーサルデザインと明記された製品は2000年前後に大手メーカから発売されたが，それらの多くは主

に健常者の筋電計測により評価したものであり，ほとんどの製品が現在は廃盤になっている。 

・一般市場の製品ほどシンプルで審美性が高く，収納性や携帯性，卓上での転がりにくさ，芯の交換のしや

すさ等，細やかな配慮を行うことで市場競争力を高めている。 

 これらの調査結果をもとに，デザインプロセスの早期の段階で多様な方々の意見を集約し，シンプルで細や

かな配慮を取り入れた市場競争力の高いデザインに反映することとした。 

 

ユーザ調査と結果  

多様な障がい像を持った方々に不特定にアンケート調査を行ってもバラバラな意見の収集であり，多数を統

計的に調査する方法は莫大な時間と労力を要するといった問題がある。そこで本研究では，作業療法士の協力

のもと，上肢に軽度から重度の障がいをもつ 10 名のモニターを選出して身体特性を調査，分類した。 (表 1) 

表 1 モニターの身体特性の分類  

 

 

 

 

 

 

 

 

次に，各々のモニターに適合する書字用具の形状杷握のため，日常使用している書字用具と持ち方を確認し，

さらに，市場調査で収集した中から本人の身体機能に適当な用具を複数個選別した。既製品で対応できない場
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合は，作業療法士がスポンジやゴムなどの自助具製作材料で形状を調整し，より本人に適する道具にした。  

はじめに，普段利用している書字用具と選定基準，その持ち方について聞き取り調査を行った。次に，書字

動作の作業姿勢をビデオ録画し，文字を書く動作の流れ「 a.用具をとる，b.用具を把持する， c.ペン先を出す，

d.文字を書く」の順で動作確認を行い，文字の大きさ，筆圧，巧緻性，速さの評価をした。表 2 のように各モニ

ターの書字動作を A～D 群の 4 つに能力分類した。その結果，ユニバーサルデザイン製品は，障がいをもつ方々

には好まれないものが多く，重篤な障がい C，D 群でも，日常の書字には一般的な用具の方を好むことがわか

った。また，軽度の障がいを持つ方々と健常者の用具の持ち方には，多くの共通点が見られた。  

 

デザイン条件の考察と評価  

これらの調査結果から考察した，多様な方々が

使いやすい書字用具のデザイン条件を図 1 に示す。

このデザイン条件に基づいた設計，試作を行い，

そのデザインモデルが多様な方々に使いやすい

機能を満たしているかのモニター評価を行った。

用具の試作では，上部グリップと下部グリップの

形状が異なるモデル (下部グリップ 5 種・上部グ

リップ 7 種 )を製作した。その結果，本研究によ

り導き出したデザインモデルは，障がいが軽度な

A，B 群のモニターの殆どに対して高評価であり，

また，若干の改良を加えることで D 群にも使いや

すい製品になることが示唆された。  

 

結言  

(1) モニター調査の結果から，誰にでも使いやすいというコンセプトの市場製品は，障がいのある方々には使い

にくく，市場調査では障がいのない方々には必要性が低いという結果に陥りやすいことが示唆された。  

(2) デザイナと作業療法士が連携することで多様なユーザニーズが体系的に明確化され，デザインプロセスの効

率化と精度の向上が得られた。  

(3) 本研究で得られたデザイン条件を満たす市場製品は存在せず，若干の改良を加えることで重度の障がいを持

つ人々にも使いやすい製品になることが示唆された。  
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図 1 導き出されたデザイン条件  

表2 モニターの動作分析結果  

 


